Urban Regeneration in the Metropolitan Region of the Rhine-Ruhr-Area : report of Ruhr University Bochum Summer School 2005 by 本岡, 拓哉 & 田中, 靖記
空間・社会・地理思想 10号 57-83頁, 2006年 
Space, Society and Geographical Thought 
 
 
ライン・ルール大都市圏における都市再生 
―ボーフム大学地理学教室サマースクール 2005 に参加して― 
 
本岡 拓哉*・田中 靖記* 
 
Takuya MOTOOKA, Yasunori TANAKA 
Urban Regeneration in the Metropolitan Region of the Rhine-Ruhr-Area:  
report of Ruhr University Bochum Summer School 2005 
 
 
                                                        
* 大阪市立大学・院 
 
I．はじめに 
 
2005 年，ドイツ・ボーフム大学地理学教室（ウタ・
ホーン研究室）と日本・筑波大学土地利用研究室（大
村謙二郎研究室），大阪市立大学地理学教室（大場茂
明研究室），中国・上海同済大学の間で，学部学生・
院生の相互交流を目的としたサマースクールが開始
された。2005 年 8 月のドイツラウンド（対象地区：
ライン・ルール大都市圏）を皮切りに，2005 年 9～
10 月には，日本ラウンド（対象地区：大阪・東京大
都市圏）が行なわれた。本稿は，そのうち 2005 年 8
月に開催された，ドイツ・ボーフム大学主催サマー
スクール（タイトル「ヨーロッパ大都市圏ライン・
ルール地域における都市・地域発展」）の内容をレポ
ートするものである。ドイツラウンドには，大阪市
立大学地理学教室から著者 2 名に加えて，上海同済
大学の学部学生・院生 10 名（専門は都市計画，交
通学，建築学，景観工学）が参加した。日程は 8 月
2 日から 13 日までの 10 日間で，行程は第 1 表に記
す通りである。 
今回のドイツラウンドで主導して頂いたボーフム
大学の地理学教室（社会地理学）のウタ・ホーン教
授は，ドイツならびに日本の都市計画を専門として
いる。それぞれの訪問先では適宜，日本の諸都市や
上海の事例との比較を示し，我々の理解を促してく
れた。また，ホーン教授はルール地域で行なわれて
いる都市再生事業のポジティブな側面だけではなく，
ネガティブな側面をも含めて説明してくれるため，
都市計画に対する広範なパースペクティブを我々は
得ることとなった。また，現地では，ホーン教授な
らびにボーフム大学の学生の説明だけではなく，そ
れぞれの都市で直接，事業に関わっている行政や民
間企業の担当者や市民の声を得ることができ，非常
に有意義なプログラムであった。 
本稿の構成を確認しておくと，訪問先の事例をス
ケジュール通りに羅列していくのではなく，2 つの
テーマを設け，そのテーマに即した事例について記
述している。すなわち，「旧市街地の再生」と「ブラ
ウンフィールド（旧炭鉱地区・製鉄工場跡）の転用」
の 2 つのテーマに分類した上で，様々な都市再生の
方法や実態を報告している。なお，訪問した地区の
中には，本稿の構成上，割愛せざるを得なかった地
区も幾つかある。 
また本稿では，サマースクールで配布されたリー
ダーに依拠することが多い。加えて，ボーフム大学
から事前に配布された資料や訪問先での資料も貴重
なものが多く（第 2 表），それらは今回のレポートの
素地となっている。次章ではまず，今回のサマース
クールの訪問先であるルール地域の歴史と現状につ
いて概略しておこう。 
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II ルール地域の発展と衰退 
 
ルール地域とは，ドイツ北西部に位置する重工業
の一大集積地を示し，行政区域的には，ドイツ連邦
州の 1 つであるノルトライン＝ヴェストファーレン
（NRW）州の中心部に位置する（第 1 図）。1800
年頃までの「ルール地域」といえば，文字通り，ル
ール川（ライン川の支流）の中・下流地域を指す言
葉であった。しかし，当時の莫大な石炭の需要によ
って，炭鉱が外延的に広がった結果，それはより広
範な地域を指すようになった。東西方向への延長は
ウンナ Unna やハム Hamm など東部の都市からラ
イン川西岸の低地にまで達している。現在，デュー
スブルク Duisburg，エッセン Essen，ボーフム
Bochum，ドルトムント Dortmund などのルール地
域の中核都市はそれぞれ 40～50 万人強の人口を有
する大都市であり，これらの都市がネットワークを
構成することで「ルール大都市圏」が形成されてい
る。 
ルール地域の諸都市の発展の背景には，第一に炭
鉱の存在がある。ルール地域で石炭の採掘が始まっ
たのは，1298 年とされ，その後 1849 年には，石炭
からコークスを生産することに成功し，その結果，
鉄鋼生産がルール地域の代表的な工業となった。19
世紀後半以降，ルール地域はドイツ帝国にとっての
重要性をさらに高め，大規模な製鉄所と兵器工場を
抱えるテュッセン Thyssen 社やクルップ Krupp 社
などの大企業が，そうしたルール地域の重工業地域
としての発展に寄与した。また，ルール地域には，
ルール川やリッペ川などをはじめとする天然河川が
存在し，さらに，ドルトムント＝エムス運河，ライ
ン＝ヘルネ運河など，多くの内陸水運路が建設され
ている。このような充実した水運が石炭や鉄鋼の大
規模輸送に貢献したのである。 
第 2 次世界大戦後，東側の工業地域を失った西ド
イツでは，ルール地域の重要性がますます増大した。
「欧州石炭鉄鋼共同体（ECSC）」がルール地域の石
炭を共同管理したのも，第 2 次世界大戦での戦勝国
が鉄鋼生産によるドイツの再軍国化を恐れたからで
ある。 
しかしながら，1970 年代以降，ルール地域の炭鉱
業・製鉄業の世界的な優位性は次第に減少していく。
その主な要因は安価な外国製品の流入や技術的な遅
れである。さらに，ルール地域における炭層は諸外
国のそれよりも極端に深い場所に存在するために，
生産コストが余計にかかり，また，河川や運河には
大型船が入港できないために，その衰退を止めるこ
とは不可能であった。 
このような状況の中，構造転換を迫られたルール
地域の諸都市では，数多くの問題が噴出することに
なる。上述したエッセン，ボーフム，ドルトムント
などの都市では，炭鉱が閉鎖されたことによって，
都心部に隣接するインナーエリアに広大な工場跡地
が残された（第 2 図）。廃墟として残されたこれらの
工場跡は，都市のイメージを著しく悪化させ，地域
経済の促進を阻害したのであった。 
さらに，それに関連する問題が，19 世紀以降，大
企業によって建設された古い労働者住宅地区の存在
である。1960 年代以降，ドイツ人が郊外へと転居し
たことで，こうした地区には多くの移民や外国人労
働者が流入した。例えば，デュースブルクのマルク
スローMarxloh や，Ⅲ章で扱うドルトムントのノル
トシュタットNordstadtはその代表的な地区である。
これらの地区では，外国人居住者の割合が都市内の
他地区に比べて突出して高く，未改修の低質な住宅
がほとんどであったため，失業率の増加や治安悪化，
街区イメージ低下など，多くの問題が噴出している。 
以上，簡単にルール地域の歴史を見て分かるよう
に，ルール地域では様々な問題が複合的に絡み合っ
ている。そのため，現在，州や市当局が中心となっ
て多くの地域再生・再開発計画が行われている。ま
た，ルール地域連合（RVR・Regionalverband Ruhr）
などの組織がルール地域全域の総合的な再生・発展
を目指している。問題を抱えた地区を根本的に活性
化するためには，ルール地域における都市間連携，
そして経済・社会・文化といった様々な要素を統合
integrate することが重要であり，これまで既に多く
のプロジェクトが実施され，都市の再活性化を目的
とした統合の事例を検証することが容易となってい
る。したがって，それぞれの都市の再生方法を比較
検討することによって，今後の都市再生への道筋を
発見することが出来よう。 
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III ライン・ルール地域の既成市街地における
都市再生 
 
本章では，居住・コミュニティ再生と商業再生に
分けて，既成市街地における都市再生のプログラム
を紹介する。 
 
（1）居住・コミュニティ再生 
ここで紹介する 3 地区は，居住・コミュニティ再
生という点では共通しているが，それぞれの事業主
体やプログラムの内容は異なっている。まず紹介す
るのが，公民パートナーシップにおいて，民間の住
宅会社が主導となり，都市再生を進めているドルト
ムントのクラーレンベルク Clarenberg団地である。
続いて，連邦政府，NRW 州，オーバーハウゼン市
が協力して事業支援を進めているクナッペン・フィ
アテル Knappen Viertel 地区を取り上げ，そして最
後に，EU の Urban Ⅱプログラムの対象地域である
ドルトムントのノルトシュタット Nordstadt地区の
事例を報告する。 
 
a）クラーレンベルク （ドルトムント） 
クラーレンベルク住宅団地は，1969 年から 73 年
にかけて，それまで労働者の集合住宅であったおよ
そ 8ha の敷地に開発された，1,069 戸の大規模団地
である。ここでの開発手法は，1960 年代後半に主流
のスクラップアンドビルドであった。開発当時は，
近代的な設備や，都心から電車で 10 分という好立
地にあったことから，この団地は非常に人気があっ
た。しかしながら，1980 年代以後，団地の単調なデ
ザインやエネルギー消費の無駄，住環境の悪化が深
刻となり，近隣地区は衰退していった。そして 1990
年代になると，この地区の生活保護受給率が 25%，
外国人率が 3 分の 1，そして失業率も非常に高くな
り，この地区に対するイメージも悪くなっていた。
すなわち，こうした衰退傾向の悪循環を断ち切るべ
く，何らかの再生事業が市あるいは地区住民に待ち
望まれていたのである。 
そうした中，1992 年に Ruhr-Lippe 住宅会社が，
VEBA 住宅会社からクラーレンベルクの住宅団地
934 戸を買い取り，地区再生事業に着手した。そし
て，Ruhr-Lippe 住宅会社は 1996 年から，ドルトム
ント市と NRW 州開発公社 LEG（Landes-Entwick 
lungs-Geselschaft）との共同で，都市再生のための
総合的な実施計画を作成し，着々と事業を遂行した。
2005 年現在も，ドルトムント市のマスタープランに
則って，継続的に開発が行なわれている。 
この地区の再生事業の特徴としては，まず景観的
に周囲のイメージを向上させることにあった。例え
ば，団地のリニューアルに際し，彩色豊かな外観が
構成されている（写真 3-1）。日本とは違い，ドイツ
では高層マンションは一般的に好まれていない。そ
のため，ビルの高層性を感じさせないように，色の
コントラストを使うことで，悪いイメージを緩和さ
せている（写真 3-2）。さらに，ビルの内部において
も，入り口を広げ人工的な光を当てることで，居住
者ならびに訪問者がこの地区に対して明るいイメー
ジを持つような仕掛けがなされている。他にも，駐
車場を地下化することでその空き地を公園にするな
ど，土地の有効活用も行なっている。公園のデザイ
ンもこれまでの画一的なものではなく，例えば神社
の鳥居をモチーフにした建造物を設置するなど，落
ち着いた雰囲気の公園が構成されている。 
このような地区のイメージ向上とともに，重点的
に取り組まれているのが，監視カメラの設置やコン
シェルジュシステムの導入である。団地内の至る所
で設置された監視カメラは，団地内を「恐怖の空間
spaces of fear」から「安全の空間 spaces of security」
へと転換しようとしており（写真 3-3），コンシェル
ジュのデスクがそれらを一括して管理している（写
真 3-4）。また，コンシェルジュのスタッフは居住者
と適度にコミュニケーションをとっており，居住者
にとって安心の存在にもなっているようである。 
ところで，この団地は Ruhr-Lippe 社やドルトム
ント市によるトップダウンアプローチだけではなく，
ボトムアップアプローチ，すなわち住民参加を促す
ことで，地域の活性化が図られているとのことであ
る。しかし，今回の訪問で目立ったのは Ruhr-Lippe
社の取組みであり，コミュニティ再生において日本
ではあまり見ることの少ない，公民パートナーシッ
プにおける民間会社の役割の大きさが十分に感じら
れた。 
なお，この団地の住宅の多くは社会住宅であり，
居住者には国から家賃の30%の補償を受けている低
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所得者層が多い。そのため，開発によって家賃が
30cent/㎡ほど上昇したとのことであるが，住民が追
い立てられることはなかったようである。とはいえ，
今回の訪問では，この事業に住民がどの程度満足し
ているのかがはっきりしなかった。また，以上述べ
たように，団地内のフィジカルな住宅景観は整備さ
れ，Ruhr-Lippe 社によって管理にかなりの手間と
労力が払われていることはわかったが，居住者の生
活がいかに再生を遂げたかという社会的側面は，あ
まり明瞭ではなかった。実際，近隣のクラーレンベ
ルク駅のガラスの一部が割られており，落書きがな
されている場所があるなど，この地区には依然とし
て多くの問題が残されていることも見受けられた。 
 
b）クナッペン・フィアテル （オーバーハウゼン） 
1996 年，ドイツ連邦政府と NRW 州政府は，都市
開発の援助を拡大した社会都市プログラム“Soziale 
Stadt NRW”（項末資料参照）を実施した。このプ
ログラムの財源は，連邦政府，州，自治体によって
共同で賄われ，その目的は，地域住民の「参加」と
「協働」を助長し，地域における社会―空間的な分
裂を埋め合わせることである。今回訪問したオーバ
ーハウゼン市のクナッペン・フィアテル地区は，失
業率や生活保護受給率が目立って高い地区 1)であっ
たことから，1996 年にこの社会都市プログラム
Soziale Stadt NRW に指定され，様々な地区改良事
業がなされた（一連のプロジェクトは 2002 年に終
了）。 
まず，この地区のハード面の住宅改良を確認すれ
ば大きく 2 つの特徴がある。一つはテュッセン・ク
ルップ社の土地に社会住宅を新規に建設するという
ものである（写真 3-5）。ここでの具体的な取組みと
しては，近年の高齢者の増加に対応した，バリアフ
リー住宅の建設計画があげられよう。住宅内部の様
子を見ることはできなかったが，ほとんどの住宅は
低層で，デザインも落ち着いたものになっていた。
もう一つの住宅の改良方法は，老朽化した住宅をリ
ニューアルすることである（写真 3-6）。事業担当者
の話によれば，当初，住宅の家主は再建や住宅改良
に消極的であったが，現在，多くの家主たちはこの
リニューアルに対して満足しているようである。そ
の理由は，リニューアルによって 1 月 1 部屋の平均
家賃が 120ユーロから 220ユーロに上昇した一方で，
プロジェクト前に目立っていた空き家がかなり減少
したからである。 
このようなハードの側面よりも重視されているの
が，ソフト面，つまりプロジェクトへの住民の参加
である。そして，それを支える施設となっているの
が，地区の中心部に位置するコミュニティセンター
である（写真 3-7）。このセンターは，老人施設やカ
ルチャーセンターなど様々な社会施設が併設された
複合施設となっており，絵画教室などの住民に向け
た催しも頻繁に開かれている。訪問時には地域の高
齢者がこのセンターに集まっており，かれらが楽し
くしている様子は非常に印象深かった。他にも，こ
のセンターの地下にある戦時中の防空壕は，美術館
に転用されており，防空壕独特の陰影が芸術作品の
展示に活かされている。 
また，地区内では，住民主体となるワークショッ
プが頻繁に開催され，多様な取組みが立案されてい
る。現在，地区内では 8 つのグループが構成されて
いるが，そのうち子供のグループは地域の学校と連
携するなど，それぞれのグループが地域の実情に対
応しつつ活動を行なっている。そして，これらのワ
ークショップが行なわれる場所となっているのが，
コミュニティセンターとともに，地区の中央部に位
置する公園である。プロジェクト開始時，この公園
の雰囲気は陰鬱で，「恐怖の場所」になっていたよう
だが，一連のプロジェクトによって，この公園は子
供や高齢者も集まることができる「憩いの場」に変
容し，今では地域にとって欠かせない場所となって
いる。 
今回の訪問では，クナッペン・フィアテル地区で
様々な事業が住民主体で行なわれていることを確認
できた。しかしながら，課題も山積しているようで
ある。例えば，この地区の失業率は 13.3％と依然と
して高く，外国籍居住者率は 18％，65 歳以上人口
は 25％，生活保護受給者率は 15％となっている。
ドルトムントのクラーレンベルク地区の事例と同じ
く，今回の訪問では表面的な再生事業しか見ること
ができず，具体的にどのような問題や課題が現在も
あるのか非常に気になった。 
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＜資料＞ 
Soziale Stadt NRW 
1993 年，NRW 州は「特別な開発が必要とされる地区―
社会都市（Soziale Stadt NRW）―」プログラムを採用す
ることで，都市開発の支援を拡大した。このプログラムは
ヨーロッパの他国のものを模範としているが，既存のNRW
州の都市開発プロジェクトも基礎として採用している。プ
ログラムの目的は，都市における広がりつつあった社会―
空間的分裂を緩和し，住民の「参加」と「協働」を助長す
ることである。それは都市の地区開発に対して新しい統合
的な政治アプローチとなっている。つまりこのプログラム
は，開発ニーズがある地区の衰退した状況を安定させ，積
極的な発展を進めるよう，既存のプロジェクトを支援し，
新しい都市計画の方法を生み出すことである。そこでは住
民が自分たちの地区を生活や労働の場所として受け入れる
ような，住民の統合 integration が最も重要な側面となっ
ている。（サマースクール reader から引用） 
 
c）ノルトシュタット（ドルトムント） 
衰退した市街地の再生事業の先進的取り組みとし
て，EU 主導の URBAN プログラムがあげられる。
今回，我々はその対象地区の一つである，ドルトム
ント市のノルトシュタット地区を訪れた。この地区
はドルトムント中央駅のすぐ北側に位置し，駅への
アクセスが非常によいところである。 
URBANⅡプログラムとは，欧州地域開発基金
（ERDF）の援助を受けた，EU 主導の都市再生プ
ログラムである。1993 年から 1999 年に行なわれて
いた URBANⅠに引き続き設立されたもので，EU
域内の様々な問題を抱える地域の「持続可能な発展」
を事業目標としている。期間は 2000 年から 2006 年
までの 7 年間である。1997 年 7 月に欧州委員会に
対して提出された報告書「アジェンダ 2000」に基づ
き，このプログラムを含む中期財政枠組みが提案さ
れた。URBANⅡの主な目的は，都市域のコミュニ
ティ活動の再生である。その特徴としては，都市域
における社会，環境保全，経済に関わる取り組みを
統合的な手法でアプローチすること，特定の地域に
焦点を当てて実施すること，そして市民参加を確実
にし，草の根レベルで都市問題の解決を図ることが
あげられる。URBAN プログラムは EU 域内の 118
の地域で実施されており，ドイツ国内では，のべ 24
都市が URBANⅠ，URBANⅡの対象となっている。 
今回訪問したノルトシュタット地区の衰退要因は
は，鉱工業の段階的規模縮小と低質な労働者用住宅
である。19 世紀末の工業化の進展とともに，ノルト
シュタット地区には石炭，鉄鋼関係の労働者に多く
の住宅が建設された。現在，その頃の低廉な住宅や，
第 2 次世界大戦直後に建設された古い住宅が多く残
存しており，そうした未改修の労働者用住宅に多く
の外国人労働者とその家族が流入している。2003 年
現在，ノルトシュタット地区に居住する外国人の割
合は約 42％となっている。こうした老朽化した住宅
や外国人労働者（失業者も多い）の影響により地区
のイメージは悪化し，地域経済の長期の停滞を助長
している。 
ノルトシュタット地区では，これらの問題を打破
するために，80 年代から，様々な街区支援政策が実
施されてきた。2001 年度からの URBANⅡプログラ
ムでは，ノルトシュタット地区に 3つ（Nordmarkt，
Hafen，Borsigplatz）の街区マネージメント事務所
が設置されている（写真 3-8）。ドルトムントプログ
ラムにおける最も重要な課題は，長年にわたって街
区に染み付いた「ネガティブイメージ」の払拭であ
り，こうしたマネージメント事務所に常駐する担当
者（プログラム・マネージャー）が住民のコミュニ
ティ活動の強化や街区イメージの改善に努めている。 
ノルトシュタット地区のプログラム内容は多岐に
渡っている。それらは，①都市空間の質の改善，②
地域経済の活性化，③住民が安心して生活できるよ
うな施設・組織の確立，という 3 つの重要事項に大
別することが出来る。具体的な事業として，①では，
公園の整備，建物の外壁改善によるイメージ向上（写
真 3-9），交通事故防止のための啓発運動などが行わ
れている。②では，オフィスなどの誘致やエスニッ
クマイノリティの経済活動の促進が，③では，社会
的排除を受けつつある集団への支援や学校への助成
が行われている。 
プログラムを実行する上で，それぞれの事務所は
住民との連携を強調している。問題解決のための住
民ネットワーク構築が進められ，事務所には住民が
集まり，個々の問題を討議する場が設けられている。
その場には，ドイツ人ばかりではなく，トルコ人や
その他の国の人々も参加している。そうした外国人
の中にはドイツ語を話せない人も含まれることから，
討議に費やす時間が非常に長くなることが弊害とな
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っている。しかし，住民による問題解決という点か
ら見れば，この様なコミュニケーションの場を設定
することはとても重要であろう。 
現地を訪れた際，最も治安が悪いとされていた地
区で，子供たちのためのミニ・フェスティバルが開
催されていた（写真 3-11）。こうした事業は地区内
に数多く存在するイスラム教のモスクとも連携して
おり，あらゆる場所で住民の意思をくみ上げ，相互
ネットワークを構築し，対策を考えようとする意図
が見て取れる。 
ノルトシュタットの再生計画は，EU が支援する
以前から，都市あるいは州単位での支援が行われて
きた。そして現在，EU という超国家レベルの政策
の下でも住民参加が最も強調されていることは，注
目に値する。今後は，URBANⅡプログラムにおけ
る住民参加の理念をいかに継続させるかが，この地
区の再生にとって重要な課題となろう 2)。 
 
（2）市街地商業再生 
ルール地域では，市民参加を基礎としたコミュニ
ティ再生施策が行われている一方で，既存の商業地
区の再生，特に，都心部の活性化が大きな課題とな
っている。前章で述べたように，ルール地域はデュ
ースブルク，エッセン，ボーフム，ドルトムントな
ど，多くの商業の中心地を抱える。これらの中心地
では，炭鉱業や重工業の発展に伴って，都市内に大
規模な商業地区が成立した。しかし，1980 年以降の
人口減少により，これらの都市における商業機能の
淘汰は進んだ。また，都市近郊や郊外への大型商業
施設の進出，郊外への人口流出などによって，旧来
からの都市内商業地区では集客力の低下が進行して
いる。以下では，ルール地域での旧市街地における
商業再生の事例を報告する。 
 
a）ローゼンカレー（ドルトムント） 
ドルトムントの City Ring（旧市街地）内にある
ローゼンカレーRosenkarree は，BID（Business 
Improvement District）に指定された地区である。
BID とは，中心市街地の商業，あるいはビジネスを
再活性化させるための取り組みを行うため，地方自
治体や地元組織が協力するパートナーシップのこと
である。1970 年代以降，アメリカやカナダで中心市
街地再活性化に用いられ，一定の効果を上げている。 
元来，この地区は飲み屋街であったが，裏通りに
あるため，都市人口の流出とともに衰退してしまっ
た。周囲の住宅街からは，この飲み屋街に対しての
苦情が発生しており，必ずしも地域にとって望まし
いものではなかった。近年，空き家がより多く発生
することで，街区環境はさらに悪化し，改善が求め
られるようになった（写真 3-12）。 
そこで，官と民のパートナーシップ（Public and 
Private Partnership）が図られ，現在，ローゼンカ
レー協会（住民団体）とドルトムント市，商工会議
所などが共同で，この地区の様々な問題に取り組ん
でいる。具体的な施策としては，分散した店舗の集
約化や建物の更新による魅力の向上，オープンスペ
ース（公園）でのフェスティバル開催，交通状況や
駐車設備の改善，街灯の増設や路面の更新などが行
われ，地区のイメージ向上のため，建築物には芸術
的要素が取り入れられている（写真 3-13）。 
しかし，現段階においても空き家は目立っており，
地区改善の兆しが現れているとは言いがたい。その
原因として，この街区の置かれている厳しい状況を
指摘することが出来よう。この街区に隣接するドル
トムント市の目抜き通り Hellweg には，商業施設の
集積が進んでいる。さらに，後述するようにドルト
ムント中央駅には大型商業施設誘致計画（3do プロ
ジェクト）が進められており，そこへ客足が向く可
能性が高いのである。実際，3do プロジェクト計画
に対しては，中心市街地の商店主から多くの反対が
寄せられた。 
とはいえ，ローゼンカレー地区はドルトムントの
中心市街地内（City Ring）にあるため，居住地区と
してはこの上ない立地である。また，地区内には多
くのグリーンスペースが確保されていることから，
今後は商業地区から居住地区への転換を視野にいれ
た計画がなされていくかもしれない。そこではロー
ゼンカレー地区だけを断片的に再生させるのではな
く，例えば隣接するHellweg地区のとの連携を図り，
より広域的な計画を促すことで，地域活性化の道も
考えられよう。 
 
b）3do プロジェクト（ドルトムント） 
ドルトムント市では，ドルトムント中央駅の駅舎
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改築に伴う大型商業施設誘致計画 3do プロジェクト
（写真 3-14）が，2006 年から着工予定である。今
回のサマースクールでは，3do プロジェクトの事務
所に訪問し，マネージャーと建築担当者から計画内
容についての説明を受けた。 
言うまでもなく，この計画がなされる背景には，
ローゼンカレーにも見られたような，旧市街地での
商業の衰退がある。ドルトムントでは近年，放棄さ
れた工場用地などに大型商業施設が進出した影響で，
都心からの商業機能の流出が進み，「都心の売場面
積は 1 割程度減少して 18～19 万㎡」（阿部・姥浦，
2000）となっていた。そうした事情から，駅舎の改
築に際し，1990 年代前半に大型商業施設の誘致も合
せて計画されることとなった 3)。 
プロジェクト主体の中心は Sonae Imobiliria 社，
ドイツ鉄道，ドルトムント市で，プロジェクトコン
セプトは“Urban Entertainment Center”である 4)。
81,000㎡の売り場面積の構成は，小売業36,000㎡，
飲食・サービス業 10,000 ㎡，レジャー産業 35,000
㎡となっており，駐車場も 2,000 台の収容が可能で，
郊外からのかなりの集客が見込まれている。 
また，3do プロジェクトにはもう 1 つの側面があ
る。現在，駅南部に広がる市街地と駅北側のノルト
シュタットとでは，大きな高低差があり，南北の移
動が妨げられている（写真 3-15）5)。3do プロジェ
クトは，この高低差をなくすことで，都市内移動を
促し，商業の再活性化につなげようとしている。 
ドルトムント駅はドイツでも有数の鉄道の結節点
であり，周辺地域にとっても中核商業施設となるこ
とが十分に考えられる。しかし，地域的な観点から
みれば，このプロジェクトには幾つかの問題があろ
う。それは，旧来からの商店街・商店主とどのよう
に関わっていくかという点である。すなわち，衰退
している都市の都心部にこのような大規模商業施設
が果たして必要かどうかという問題に結び付けられ
る。 
駅を挟んだ南北のアクセシビリティの向上は，確
かに必要である。実際，駅の南側構内には数多くの
商店が存在する一方で，北側構内には小さな売店 1
つが営業しているのみであり，非常に閑散としてい
る。これは，人の流れが駅から南側へ集中している
ことを示しているといえよう。しかしながら，現状
でこの計画が実現すれば，こうした地区の格差がさ
らに大きくなるとも考えられる。前節で取り上げた，
駅北側に広がるノルトシュタットでは，商業機能の
地盤沈下が南側市街地よりもはるかに深刻である。
とすれば，アクセシビリティの向上によって，北側
住民が駅や南側の商業施設に流れ，北側の商店街は
さらなる打撃を受けかねない。日本においても，都
市の市街地再活性化の中で大型商業施設が出店する
際に，地域との様々な軋轢や問題が発生しているこ
とを鑑みると，この計画を巡って，今後，計画主体
と一部の地域住民との交渉が一筋縄では行かないこ
とが予想される。 
 
c）ゲルゼンキルヒェン旧市街地再生 
20 世紀初期，ゲルゼンキルヒェン市はヨーロッパ
の中で最も重要な炭鉱都市で，「千の炎の都市」と呼
ばれていた。しかし，1960 年代からの産業構造の変
化の影響は，他に有力な産業を持たないゲルゼンキ
ルヒェンにとって非常に大きかった。結果として，
ゲルゼンキルヒェン市では，1960 年代の 400,000
人から，2004 年には 272,000 人まで人口が減少し，
異常な高失業率やセグリゲーション，都市のアイデ
ンティティの喪失などの諸問題があらわれている。 
上記の諸問題の解決に加えて，2006 年にサッカー
W 杯の開催地に指定されていることからも，ゲルゼ
ンキルヒェンの市街地の街区改善が急務となってい
た。こうした中，ゲルゼンキルヒェン市は連邦政府
主導の“Stadtumbau West”プログラムに採択され，
住宅ストックの改善や交通インフラの整備を始めて
いる。しかし今回，この地区を訪れてみると，駅前
商店街や広場などには以前空き家が目立ち，さほど
街区が改善しているようには見られなかった。目立
った成果が現れないのは，どういった理由によるも
のなのだろうか。 
ゲルゼンキルヒェン市都市計画課での聞き取りに
よると，ゲルゼンキルヒェンの都市間競争力が低下
していることが第一の理由として提起された。投資
を呼び込むために街区改善をしても，近隣諸都市の
方があらゆる点で魅力的なために，思うように事業
の成果が上がらないとのことである。また，ゲルゼ
ンキルヒェン市内の非常に複雑な土地所有権が，街
区の改善を阻害しているようでもある。ある街区で
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は，100 のビルに 1,300 もの所有者が登録されてい
る場合もあった。ただし，ゲルゼンキルヒェン市と
しては，2006 年は通過点に過ぎず，2015 年までの
長期的な視点に立って計画を進めているとのことで
あった。 
では，Stadtumbau プログラムでは具体的に何が
行なわれているのだろうか。プログラムの重要事項
としては，住宅中庭（Hinterhof）の緑化・改善，既
存建築物の改造，緑地の拡大，小売業の空き店舗の
管理，業務地区の合理化，公共空間と公共街路の新
たな創出などが挙げられている。近年，中心市街地
は都市の中心としての役割・機能を大きく失ってき
たが，プログラムではその状況を改善し，中心市街
地の良質なストックの管理が行なわれ始めている。
また，近接街区を含めた総合的な開発計画に基づい
て，住民や経営者，土地所有者をも包摂したプログ
ラムとなっている。 
しかしながら，前述したように，現段階では中心
部で空き家・空き店舗が目立つなど多くの問題が残
っている。また，ゲルゼンキルヒェン市のプログラ
ムは財政的に恵まれているわけではない。この都市
の都市再生政策には，全体のプログラムに 670 万ユ
ーロの予算が組まれているが，前節のドルトムント
中央駅のプロジェクトには 5 億 5,000 万ユーロの予
算があることを考えると，その金額は非常に少ない。
その中で，どれほど効果的に街の産業構造を立て直
すことが出来るのか，2015 年を目標年限にした，都
市再生プログラムの可能性が問われている。 
 
 
IV ライン・ルール地域の 
旧炭鉱地区における都市再生 
 
ライン･ルール地域の衰退に最も大きな影響を与
えているのは，鉄鋼，炭鉱産業の斜陽化である。現
在，ライン・ルール地域では，多くの炭鉱や鉄鋼所
が閉鎖しており，その跡地利用が懸案となっている。
1990 年代に入り，こうした工場跡地の再生事業が活
発に行なわれ始め，そのうち最も先進的に行なわれ
た施策が，IBA（Internationale Bau-Ausstellung）
エムシャーパークプロジェクトである。今回のサマ
ースクールでも，このプロジェクト下にあるインダ
ストリアルカルチャー（産業文化）施設を数ヵ所訪
問した（第 3 図）。 
本章では，ライン・ルール地域における衰退した
炭鉱や鉄鋼所跡ならびにその集中地区の再生事業の
事例を，大きく 3 つのケースに分けて報告する。1
つ目は，操業停止の炭鉱や工場跡を出来るだけその
まま保存し，それを地域の遺産やレクリエーション
施設として再活用するケースである。上述のインダ
ストリアルカルチャー施設はこのケースに当てはめ
ることができる。2 つ目は，ブラウンフィールドか
ら大きく利用形態を変化させるもの，つまり大規模
転用のケースである。そして 3 つ目は，2 つ目のケ
ースに重なる所が多いが，より総合的（産業・居住・
余暇・娯楽）に，工場跡などの衰退地区を再生しよ
うとするケースである。 
 
（1）産業遺産・レクリエーション施設 
としての再活用 
インダストリアルカルチャーの多くは，IBA エム
シャーパークプロジェクトによる施設である。IBA
エムシャーパークプロジェクト（対象地域：ルール
地域の北部に当たるエムシャー川流域）とは，国際
建築展 IBA を利用したプロジェクトで，産業構造の
転換（環境共生型産業の新規誘致），地域資源の活用，
雇用創出といった，地域アイデンティティとアメニ
ティの向上を目指した総合型地域開発計画である。
プロジェクト事業推進主体は IBA エムシャーパー
ク公社であり，1989 年に NRW 州の 100%出資によ
って設立された。エムシャーパーク公社は 10 年間
の時限公社として設立され，すでに解散している。
認定された個別プロジェクトは約 120 件にのぼり，
その事業者の内訳は 2/3 が公共，1/3 が民間であった
（小池，2003 を参照）。ちなみに，このプロジェク
トは日本の都市再生のための一つの「お手本」と見
なされ，多くの報告書が発表されている（イリュー
ム 1995，大沢 1999，大場 2002，沢地 2002，勝野
2003，伊坂・紅谷 2004，澤田 2005，野村 2005）。 
IBA エムシャーパークプロジェクトの認定の基準
となる基本テーマは 5 つに設定されており 6)，その
うち都市再生に関する最たる特徴は，それまでのス
クラップビルドによる再開発ではなく，「持続可能
な社会」の形成を目標とし，遺産としての保存や環
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境保護を重視している点である。例えば，炭鉱や製
鉄所の旧産業用施設を全て壊してしまうのではなく，
修復して元の姿のまま，景観との調和を考えながら，
事業が進められている。その代表的なものとして，
2001 年に世界遺産に指定されたエッセン市の
Zollverein では，炭鉱工場や敷地内にあるバウハウ
ス様式の建物が工業化時代当時の姿そのままを残し，
工業化時代の証言者として，地域のシンボルとなっ
ている（写真4-1）。他にもエムシャーパーク内には，
Zollverein のように，多くの工場跡などが産業モニ
ュメントとして展示されており，地域のアイデンテ
ィティ形成やプレースマーケティングに一役を買っ
ている。 
ところで，今回のサマースクールでは，この
Zollverein をはじめ，多くの操業停止した工場跡を
訪問したが，その際，非常に興味深かったのは，上
海同済大学の学生たちが辟易とした反応を示したこ
とである。かれらは，「私たちは製造過程に興味があ
り，生産性のないものを見ることに意義がない」と
言い，ホーン教授にサマースクールの行程に問題が
あることを指摘したのである。これは現在の中国の
高度成長を背景とした発言として理解できるが，筆
者らは当初，こうした施設を見て産業時代の歴史や
その壮大さに驚いていたので，かれらのように極端
な感情を持つことはなかったが，それでも何度も同
じような炭鉱工場跡を見るにつけ（5 ヵ所以上は見
て回った），かれらの意見に別の形ではあるが共感す
る部分が見えてきた。たしかに，地域のアイデンテ
ィティの形成に際して，産業発展期の証言者として
の炭鉱工場を，そのままの形で保存することの意義
は理解できる。しかし，こうした施設はルール地域
の至る所に存在しており，それらの全てが産業遺産
として機能しているかどうかについては疑わしい。
つまり，それぞれの都市は施設の保存に際して，他
都市と何らかの差異化を図るために，独自の「仕掛
け」が必要なのである。 
そうした課題を克服するためか，IBA プログラム
では，生産性のない工場跡を単に産業遺産として保
存するのみではなく，様々なプログラムと連動して，
実用的に活かす取り組みも行なわれている。例えば
Zollverein では，バウハウスの建築物群が美術館や
カフェなどに転用されており，展示物や店の調度品
が建築物に非常にマッチした配置となっている。ま
た，産業遺産の歴史教育の側面から，施設内に博物
館や教育施設を併設する所も多かった。例えば，ハ
ッチンゲンの Henrichshütte は，鉄鋼ミュージアム
として，産業と労働者の歴史や文化を伝える施設と
なっている（写真 4-2）。また，ワルトロップのシッ
プリフト（運河エレベーター）では，ウエストファ
リア・インダストリアルミュージアムとして，施設
内に内陸の運河交通と運河を利用した生活の歴史が
展示されている（写真 4-3）。ドルトムントのハンザ
石炭工場でも，製鋼所のエンジンの多くがそのまま
保存されており（写真 4-4），産業時代の記憶が物的
に保存され，観光施設や教育施設として再活用され
ている。 
さらに，レクリエーション機能を併設させたもの
もある。例えば，デュースブルグの Landschaftpark 
Nord では，工場の壁などにロッククライミング施
設が設置されており（写真 4-5），それまで使われて
いなかった冷却水のタンクもスキューバーダイビン
グの練習場として活用されている。特に工場跡の至
る所に設置されたクライミング施設は，上級者から
子供まで幅広い層を対象としており，多くの人々が
楽しんでいる姿が印象的であった。また，敷地内に
はオープンシアターがあり，ライトアップされた鉄
鋼施設をバックにコンサートなどが開かれている。
他にもボーフム市の Innenstadt-Westにあるクルッ
プ社の製鉄所跡が，大型のイベントホール
Jahrhunderthalle に転用されており（写真 4-6），
工場の広漠とした空間が独特な音響や光彩を演出し
ている。この Jahrhunderthalle ではかつて，トル
コ人によるトルコ音楽祭が催され，ルール地域各都
市のトルコ人コミュニティから参加者が数多く集ま
り，ドイツ人を交えた一大イベントとなった。この
ように社会的交流の場としてホールが使用されるの
は，エスニックマイノリティの統合を目指すうえで
も重要なことであろう。他にも継続的にマラソン大
会などのイベントが行なわれるように，産業遺産が
市民の憩いの場となるケースも多い。 
IBA プロジェクトが掲げる「持続可能な発展」に
おいては，持続的な生産性の創出と合せて，環境を
重視することも不可欠である。IBA プログラムが目
指しているのは，これまでのルール地域のイメージ
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（採炭・製鉄・工場・労働者）から，エムシャー川
やライン川によって形成されるエコロジカルなイメ
ージへの変容である。これを体現すべく取り組まれ
ている事業が，「炭鉱地区を自然に戻す」プロジェク
トである。その代表的なものが，ゲルゼンキルヒェ
ンのクルップ社の旧鋳鋼工場とラインエルベ鉱の跡
地 28ha が再開発された，サイエンスパーク
Wissenschaftpark である。この敷地内にはインダス
トリアルフォレストと呼ばれる，一大自然保護地域
が形成されている（写真 4-7）。このフォレストは，
石炭産業や鉄鋼産業の影響で痩せている土壌のおか
げで，希少な動物や植物のユニークな混合が見られ，
地域住民のみならず，観光客を誘致することで新し
い都市資源としても機能している。またこのフォレ
ストには，様々なモニュメント（例えば「天国への
階段 Himmelstreppe」）が存在し，それが地域住民
のアイデンティティの構築を促している。 
以上のような，各都市の様々な取組みは，開発利
益が望めない地域だからこそ，成立したと言えるか
もしれない。しかしながら，こうした施設は地域内
だけではなく，地域外，さらに言えば，グローバル
な観点から重要なものとなっている。筆者らの個人
的な感想を言えば，遠く離れた異国の地でこうした
施設を経験するからこそ，環境倫理の意義をより実
感できた。 
なお，IBA エムシャーパークプロジェクトではな
いが，今回訪問した中では，エッセンにある Villa 
Hügel もある種の産業モニュメントとして位置づけ
ることができるかもしれない（写真 4-8）。Villa 
Hügel は，ルール地域の鉄鋼業で莫大な富を獲得し，
ルール地域の都市形成に重要な役割を担ったクルッ
プ社の 2 代目であるアルフレッド・クルップが建て
た豪邸である。この豪邸には，1873 年から 1945 年
まで Krupp 家の 4 世代が住んでいたが，1953 年か
ら文化的な目的のために使われ，1981 年から，文化
財団によって引き継がれた。現在，ここでは内部が
公開され，コンサートやレセプション，会議なども
よく開かれている。訪問時も多くの観光客が，観光
バスでここを訪れており，この施設が地域のポジテ
ィブなイメージの創出に影響を与えている。 
 
（2）大規模転用，再開発事業 
前節で扱った，産業遺産施設としての炭鉱・工場
跡の再活用には，教育やレジャー，レクリエーショ
ンの機能が重視される一方で，商業や産業，さらに
は雇用といった側面があまり活性化されないという
課題がある。しかし，ライン･ルール地域では，多様
な産業に転用することで地域活性化が図られるケー
スを幾つか見ることができる。本節ではまず，ライ
ン・ルール地域における炭鉱工場を，できるだけそ
のまま保存する形で別の産業に転用させた，ワルト
ロップの工業団地から見ていこう。 
ワルトロップ工業団地は，1989 年，NRW 州の開
発公社（LEG）が工場跡地を購入し，開発したもの
で，その後，ワルトロップ市と IBA がその開発を引
継いでいる。1996 年頃から開発の効果が見え始め，
現在は工場団地内に 36 の企業が立地し，360 人の雇
用が創出されている。今後，さらに工業団地の 8.8ha
の拡張が計画されている。 
ワルトロップ工業団地の中で最も有名な企業が，
Manifactrum 社である（写真 4-9）。Manifactrum
社は，主にクラフト製品や陶器，ガラス製品，金属
品などの販売，通販業を行なっており，高品質製品
や環境志向を会社のコンセプトとしている。こうし
たコンセプトから，産業遺産である工場跡をオフィ
スとして再活用することが決定され，元々あった工
場の性質を生かし，省エネルギーも成し遂げられて
いる。例えば，内壁までに 1m の「空気の壁」を設
け，それを断熱材，保温要因とし，さらに地下に埋
まった炭坑から発生するガス熱をヒーターとして活
用するなど，環境に配慮した経営を目指している。
これらの手法を採ることで，結果的に 85％のエネル
ギーを削減しているとのことである。なお，
Manifactrum 社はこのようなオフィス管理を成し
遂げるために，ハンブルク大学などから定期的に学
生や研究員を受け入れ，大学との連携を密にとって
いる。 
ワルトロップの工業団地のように，工場跡を再活
用するのではなく，工場跡地を環境的な側面から構
成し，異なる産業を創出するケースもある。その最
も有名な事例が，前節でも紹介したゲルゼンキルヘ
ンのサイエンスパーク（写真 4-10）内にある，ソー
ラーシステムの建造物である（写真 4-11）。この建
造物の屋根平面には 210キロワットのソーラー発電
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設備が設置され，建造物の外にある池は，雨水を貯
蔵するように構想されている。また，建造物の内部
は，長さ 300m に及ぶガラスのアーケードがあり，
傾斜したファサードの鉄骨とガラスの窓枠が電動で
上方に動く仕掛けとなっているため，施設内は「夏
は涼しく，冬は暖かい」環境が保たれている。この
ような機能とともに，9 棟から成る 3 階建ての研究
パビリオンが構成され，展示会等各種のイベントに
使われるようなコミュニケーションの施設も併設し
ている。 
この施設は産業と環境を結びつける象徴として，
ルール地域内外で有名である。一方，その運営に関
しては課題もある。この建造物は当初，新しい環境
技術関係の会社のためのオフィススペースとして予
定されていたが，賃貸料が高く，それを占有する民
間会社はわずかである。そのため，テナントのほと
んどのスペースは現在，公共機関によって占有され
ており，外部資本の誘導に結びついていない。 
他方で，環境的側面を重視するのではなく，商業
的側面を基軸にした再開発のケースもある。最大規
模の商業施設としてあげられるのが，オーバーハウ
ゼン市の CentrO である（写真 4-12）。 
CentrO は 1994 年に着工され，1996 年から営業
が開始された大型商業施設である。計画対象地域は，
グーテホフヌングスヒュッテ（Gutehoffnungs 
hütte）と呼ばれる鉄工所の跡地であり，敷地は
140ha にも及んでいる。ここは自動車交通の結節点
であり，数多くのアウトバーンが接続している。30
分以内の移動圏には 500 万人が生活し，1 時間以内
では 1,500万人，2時間以内には 3,000万人もの人々
が到達できる。そのため CentrO には，約 1 万台の
収容が可能な駐車場がある。また敷地内には，プロ
ムナードやテーマパーク，ビジネスエリアが商業地
区（敷地 70ha）に隣接して立地しており，インパク
トのある集客施設として，魅力的な環境形成が配慮
されている。例えば，敷地内の一角には中国風の建
築物が建てられており，行き交う人々の目を引いて
いる。 
このような新規の大型商業施設の建設は，地区内
外の新たな需要を喚起し，都市に魅力をもたらすと
いう利点がある。しかし，近年のルール諸都市にお
いて，こうした大型商業施設の建設計画は乱立して
いる。例えば，前章で紹介したドルトムント駅の 3do
プロジェクトに加えて，エッセンやミュールハイム
などでも，100ha 級の大型商業施設開発計画が進め
られている。雨後の筍のような大規模商業施設の乱
立は，過当な競争を引き起こし，結果的にどこかの
施設が大きな破綻を迎える可能性があろう。すなわ
ち，都市間連携の中で促進されるルール大都市圏と
しての発展が，こうした競争によって阻害されるこ
とも十分に考えられるのである。 
こうした中，近年，着実に成長を見せ始めている
のが，ドルトムントのフェニックス・ヴェスト West
地区（オスト Ost 地区については後述）である。こ
の地区は，ドルトムント南部にあった鉄鋼場跡の土
地を有効活用するために計画されたもので，2002 年
には地区内にドルトムントテクノロジーセンターが
開設され，2005 年 4 月にそのオフィシャルオープン
を迎えた。計画は現在も進行中で，最終的には 2006
年末に，第 2 期工事が終了する予定である。 
このフェニックス・ヴェスト地区の基幹施設とな
っているのが，MSTファクトリーである（写真 4-13）。
MST とはマイクロサイエンステクノロジーを意味
し，MST ファクトリーは，それらの新産業を誘致し，
インキュベートする施設となっている。この施設で
は現在，インクジェットプリンターやハードディス
ク，ペースメーカー，補聴器などといった製品の開
発・生産が行なわれ，将来的には，光ファイバー，
フラットパネルディスプレイ，バイオチップス，移
植装置の製造も見込まれている。 
MST ファクトリーの具体的な取組みをハードと
ソフトの二つに分けて説明すると，ハード面のサポ
ートとしては，オフィススペースの提供，技術装置
や工場施設の提供，技術サービスの提供などがある。
一方，ソフト面のサポートとしては，ビジネスコン
サルティング，民間資金や公的資金の投入や，ネッ
トワーキングと集積性によって，訓練や教育が提供
されている。こうした取組みが可能となる背景には，
ドルトムント市による積極的な支援体制の整備とと
もに，大学などの研究機関との連携が存在している。 
現在，MST ファクトリー内には 24 社が居を構え，
1,660 人の雇用が生み出されている。これらの数値
は，ドイツの MST 関連の企業の 11％，また欧州に
おける MST 関連の雇用の 8％を示している（2004
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年 12 月時点）。なお，誘致企業の中には，ロシアな
どの東ヨーロッパの企業も存在しており，今後も更
なる拡大が見込まれている。また，現在の雇用の多
くは MST 関連の特殊技術を持った者に限られてい
るが，今後は軽作業を含め，多様な階層を対象にし
た雇用が創出されることが望まれている。 
加えて，フェニックスプロジェクトは，ここで紹
介したベンチャービジネスに特化したものではなく，
居住・娯楽・レクリエーション・教育・福祉などを
含めた総合的，複合的な観点から都市を再形成しよ
うとしている。次節では，フェニックスプロジェク
トを含めた，複合的な形での炭鉱地区の再生事業の
事例を幾つか紹介する。 
 
（3）マルチな再開発事業 
ルール地域でのブラウンフィールドの大規模な再
開発においては，職場，住宅，レクリエーション施
設を併設させた，多機能型の再開発事業が理想とさ
れている。このような事業は現在，ルール地域のほ
とんど全ての都市で行われており，本節では，特に
積極的に行なわれているエッセン，ドルトムント，
デュースブルク，オーバーハウゼンでの事例を紹介
する。 
われわれが最初に訪問したのは，エッセン市の"
クルップベルト Krupp-Belt 地区"（敷地面積 2.6ｋ
㎡）であった（第 4 図）。エッセン市は，産業時代に
兵器・鉄道製造や製鉄で成長したクルップ社と密接
に関連した都市である。そのため，エッセン市内で
はクルップ社の工場が多く存在し，今回訪問したク
ルップベルトは，元来，クルップ社の工場跡や未利
用地であった。この地区では，テュッセン・クルッ
プ 社 と エ ッ セ ン 経 済 振 興 公 社 Essener 
Wirtschaftsförderung が共同で事業を進めており，
オフィススペース，住居，レジャー施設の創出が計
画されている。 
この事業では，主に三点の具体的な計画が設定さ
れている。まず一点目が，中心市街地への幹線道路
の建設（Altendorfer Strasse）である。そこでは中
心市街地だけではなく，エッセン市が中心となって
再開発を進めている，シュタットヴェスト
Stadtwest 地区との円滑なアクセスも考慮されてい
る。二つ目が，インナーシティに隣接した居住地域
の建設（5ha の敷地に約 100 戸の住宅建設を予定）
であり，その内部には都市公園の設置も予定されて
いる。なお，レジャーやレクリエーション施設とし
ては，シュタットヴェスト地区に既に完成している。
大規模な家具小売店である IKEA（写真 4-14）や
KROGER が旧製鉄所跡に誘致されており，他にも，
旧工場跡を転用した劇場や"Cinemaxx"というドイ
ツで代表的なシネマ・コンプレックスがあり，地区
活性化に貢献している。そして三つ目が，オフィス
ビルの建設である。特に，事業を進めるクルップ社
の関連企業に加えて，自動車ディーラーの誘致も活
発である。例えば VAG グループのアウディ部門が，
20,000 ㎡におよぶショールームを 1200 万ユーロの
投資で建設中である。他にも，同グループのフォル
クスワーゲン部門，ポルシェグループの進出が予定
されている。 
このようなクルップベルトの取組みは，ルール地
域の他都市で行なわれる複合的な再開発事業と，基
本的な事業理念の上で共通するものであるが，それ
ぞれの都市の再開発事業には独自の目標がある。そ
の中で居住環境の改善をより優先目標としているの
が，前節でも触れたドルトムントのフェニックスプ
ロジェクトである（第 5 図）。ドルトムントの中心市
街地から南に約 3km，旧製鉄所跡地に存在する，フ
ェニックスプロジェクトの計画対象地域は 202ha
の敷地面積を有している。MST ファクトリーなどの
最先端企業が「ヴェスト West」地区に立地している
一方で，「オスト Ost」地区は主に居住エリアとなっ
ている。オスト地区には，現在まだ完成していない
が，将来的には大規模な人口湖の造成が計画されて
おり，水辺環境を中心にした，住みよい地域への転
換が目指されている。 
また，デュースブルグのデュースポートでは，運
河の内港を利用したウォーターフロント再開発が行
われている（写真 4-15）。デュースポートは欧州で
最大級の内陸港湾施設で，全てのドックをあわせる
と，年間 7000 万トン以上の品物が取り引きされて
いる。この港湾施設では，19 世紀から 20 世紀にか
けて，木材や穀物の取り扱いが中心であった。1980
年代以降は主に倉庫として利用されていたが，内陸
港の相対的な地位低下により，港湾機能に衰退が見
え始めた。そのような中，IBA エムシャーパークプ
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ロジェクトの一環として，内港地区の再活性化計画
も議論され始めたのである。 
1990 年代に策定されたマスタープランによると，
この地区の用途は詳細には規定されていない。とい
うのも，用途制限にある程度の幅を持たせたことで，
投資者のコンセプトに対応できる設計が可能となっ
たのである。現在，デュースポートでは，倉庫跡が
オフィス機能へと転換され，また敷地内では，新築
分譲住宅が多く建設されており，人々の新たな流れ
が創出されている。地区内には憩いのスペースとし
て小さな水路が通され，公園ではポストモダン的な
アートが展示されるなど，職住に隣接したレクリエ
ーション機能も充実しつつある。 
オーバーハウゼンでは，前章で紹介した複合商業
施設“CentrO”に隣接した地区に“O-vision”プロ
ジェクトが進行中である。このプロジェクトは，ル
ール地域全体での医療産業・健康産業の発達に向け
た“MedEcon Ruhr”の概念に基づいて計画された
ものである。この“MedEcon Ruhr”によってオー
バーハウゼンでは「商業施設」と「ヘルス・ツーリ
ズム」の要素を備えた健康ビジネスの構築が提案さ
れている。投資総額は 10 億ユーロで，EU 構造基金
からも支援されている。現在はまだ計画段階であり，
2006 年末の着工，2008 年末完成を目標にしている。
基本計画にあるように，緑地や湖，歩道といった公
共空間が十分に取られていることも特徴的で（第 3
表），環境に留意し，医療健康部門に特化した地区が
建設される予定である。 
以上，計画中の事業がほとんどを占めるため，ハ
ード面のみの紹介となってしまった。それぞれの事
業は過去の遺産を活用しながらも，複合的な機能都
市を目指して再開発を行なおうとしている点で，都
市計画上，画期的な取り組みと評価できるだろう。
ただし，これらの事業が都市全体の再活性化に果た
してどれだけ貢献することができるかという，疑問
は依然残されたままである。ここでは，一足先に事
業が行なわれたゲルゼンキルヒェンの Holland 
ECO 地区の事例が，その問題の在り様を提示してく
れている。 
Holland 地区は元々炭鉱施設であったが，現在は
繊維産業の企業を誘致している。この地区事業で理
想とされる職住一体型地区の創出という構想は，こ
こで紹介してきたどの計画にも当てはまるものであ
る。しかし，Holland 地区では現在，住宅と雇用が
必ずしも統合できていない。この地区の住宅は社会
住宅で低家賃のものが多く，新築のため，ほぼ全て
の部屋が埋まっているが，一方で，企業誘致用に設
けられたスペースには広大な空き地が広がっている。
そして，最も根本的な問題としてあるのが，必ずし
も地区住民が隣接するオフィスで働いているわけで
はないということである。 
本節で紹介してきた地区でも，これと同じような
問題が発生する可能性は十分にあろう。なぜなら，
それぞれの事業が誘致しようとしている職業形態は，
IT 産業などの新産業であり，そこでは高度に教育さ
れた人材が求められているからである。したがって，
衰退した鉄鋼業などで雇われていた労働者の職が提
供されるのではなく，必ずしも都市の悪化する雇用
状態に歯止めをかけられるものではない。加えて，
研究機関，IT 企業などは，これらの地区に入居する
ことを企業発展に向けたステップとしか考えておら
ず，平均入居期間はおしなべて短く，オフィス用地
の利用率は低水準で推移している。そのような中で，
いかにオフィス用地としての利用価値を高めるか，
ひいては，ルール地域をオフィスとして利用するメ
リットを地域全体としてどう生み出すかが重要とな
っている。 
このように多機能型の再開発事業において，雇用，
職業，住宅など様々な階層，分野における問題をど
のように統合させるのかが問われている。加えて，
都市間における分業などを含めて，都市の目指す方
向性をどのように総合的に考えるのかが，今後の都
市再生にとって大いに悩むべき課題となろう。 
 
 
V おわりに 
 
本稿では，産業構造の転換やグローバル経済の影
響によって，大きなダメージを受けたルール地域の
諸都市で見られる，衰退状態からの再生への様々な
取組みを報告してきた。そこでの取り組みのキータ
ームとなっているのは，Ⅲ章で見てきた「住民参加」
と，Ⅳ章で見た「産業遺産の保存」「環境保護」であ
った。そして，そこでの特徴としては，近年の都市
ライン・ルール大都市圏における都市再生 70 
再生の重要なコンセプトである「持続的な社会の構
築」という概念が，国や自治体のマスタープランか
ら，ひいては住民レベルでの取組みにまで広がって
いる点である。こうしたルール地域の都市再生の取
組みは 1990 年ごろから先進的に行なわれており，
現在，世界規模で展開しつつある都市再生への取組
みの試金石であると言えるのかもしれない。 
しかしながら一方で，今回のサマースクールでは，
ルール地域の都市再生の課題も多く見られた。例え
ば，Ⅲ章では，住民参加を提唱しながらも，必ずし
もそれがうまく機能できていない部分を挙げており，
またⅣ章では，産業遺産の保存を巡っての都市間競
争がルール大都市圏での発展を阻害する可能性があ
ることを指摘した。 
こうした課題にアプローチする際に重要なポイン
トとなるのが，文中でも何度か提示した「統合
integrate」である。そこでは，都市間の統合のみな
らず，様々な次元での統合が図られる必要がある。
具体的にはまず，多様な階層間の「統合」が図られ
る必要があり，特に社会的に排除される階層やマイ
ノリティによる住民参加へのアクセスをいかに確保
するかが問題の焦点となる。そして，そうした近隣・
ローカルレベルでの問題をナショナル，さらには
EU やグローバルといった上層のスケールへ「統合」
していく必要があろう。そこで筆者らは上から下へ
のトップダウンと，下から上へのボトムアップとが
相互に関連することが理想と考える。こうした相互
交流を持続的に図ることで，都市間連携におけるル
ール大都市圏の再生，そして発展への道がより開か
れると思うのである。可能であるならば，筆者らは
今後，こうしたスケールの観点を導入することで，
ルール大都市圏における都市再生への取組みに注目
していきたい。 
 
※ 
今回のレポートは体裁上，サマースクールでの訪問先の
全てを報告することはできなかった。また，2 週間の訪問
では，ルール地域の全ての都市再生の取組みを追うことは
出来ないし，訪問した地域では平均 2 時間ほどの滞在で，
具体的な問題を掘り起こすことも不可能であった。しかし
ながら，こうした時間的制約にもかかわらず，本稿を作成
できたのは，ウタ･ホーン教授をはじめ，サマースクールの
リーダーを作成してくれたボーフム大学の学部生・院生の
方々のおかげである。ここに感謝の意を表したい。 
なお，筆者 2 人の関心が「居住」や「ローカルな活動・
事象」に向いているため，少し偏りのあるレポートになっ
たことは否めない。また，筆者らそれぞれの文体を整理し
ておらず，幾つか断片的な部分もある。その点はご了承い
ただきたい。 
ところで，今回のサマースクールでの我々の収穫は，ル
ール地域の都市再生の手法を学べたことともに，ボーフム
大学や上海同済大学の学生たちと交流できたことである
（写真 5-1）。今後の目指すべき都市のあり方や，それに対
する様々な取組みについて，かれらと意見を交換できたこ
とは貴重な経験となったに違いない。ホーン教授によれば，
2006 年以降も，継続してサマースクールを行なっていくよ
うである。今回のサマースクールでは，ここで紹介したル
ール地域と日本諸都市（関西・東京）との交換プログラム
になっているが，今後は上海を交えた 3 つの都市を連携す
る予定とのことである。そして，それぞれの地域の実情を
検討しながら，今後の都市再生や都市政策のあり方を巡っ
て議論を重ね，何らかの成果を挙げることが望まれている。
筆者らは今後も研究活動を続けることで，この取組みに関
与し，その成果の一役を担えればと考えており，本稿はそ
のファーストステップである。 
 
 
付記 
サマースクールに参加するための手筈を整えて頂き，本
稿の閲読をして頂いた大阪市立大学地理学教室の大場茂明
先生，ならびに本稿を発表する場を与えて頂きました大阪
市立大学地理学教室の水内俊雄先生に深く感謝いたします。 
 
 
注 
 
1）サマースクールリーダーによれば，この地区のイメージ
としてあるのがホームレスの存在である。現地で詳しく
聞くことはできなかったが，この地区には今後ホームレ
スのシェルターが建設される予定で，地域住民の反対に
あっているとのことであった。 
2）なお，ドルトムントにおける URBANⅡプログラムの取
り組みについては，田中靖記「EU 政策“URBANⅡ”か
ら見た都市再生事業の展開」（平成 17 年度大阪市立大学
文学部提出卒業論文）で詳細に論じている。 
3）しかし，現在進められている計画は当初の計画とは若干
異なっている。現在の３do プロジェクトの前身である，
“Ufo プロジェクト”については阿部・姥浦（2000）に
詳しい。 
4）Urban Entertainment Center とは，多機能複合型の商
業・アミューズメント施設のこと。 
5）駅構内にも階段が設置されているために，自転車で自由
に行き来することができない。南北に移動するためには，
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東西に大きく迂回する必要がある。 
6）①エムシャー川を中心に自然生態系を取り戻す，②汚染
されたエムシャー川の河川改修，③公園で働くというテ
ーマのもと，新しい環境と新産業による雇用創出，④住
宅団地の改修・新設，⑤工場など商業施設の保存・活用 
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第 4 図 エッセン中心市街地とクルップベルト 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 5 図 フェニックスプロジェクト計画全体図 
 
 
 
 
第 1 表 サマースクール行程 
日時 訪問先 内容 
8 月 2 日（火） Essen   
10：00-12：00 Regionalverband  Ruhrgebiet 
RVR 社でルール・ライン地方の歴史・現状説明 
12：00-13：00 Rathaus 市役所展望台から市内を眺望・説明 
Krupp-Belt 14：00-16：00 Weststadt 
Krupp 社の事業担当者の説明, 
再開発地区 Weststadt を巡検 
ライン・ルール大都市圏における都市再生 74 
16：30-18：00 Zollverein 世界遺産指定 Zollverein を巡検 
8 月 3 日（水） Dortmund   
  9：00-10：00 Rathaus 市役所内にあるドルトムント市の模型を見ながら説明 
10：00-11：00 Adlerturm(Museum) 市の歴史を説明 
11：00-12：00 Rosenkarre(BID) Rosenkarre の BID 事業担当者の説明を聞きながら地区巡検 
12：00-14：00 3do 駅前再開発事業 3DO について事業担当者から説明，地区巡検 
15：00-18：00 MST Factory (Phoenix Dortmund) 
Phoenix 地区を巡検， 
MSTFactory 社の事業担当者から説明 
8 月 4 日（木） Dortmund   
10：00-12：00 Clarenberg Ruhr-Lippe 社の事業担当者の説明,地区巡検 
12：00-14：00 Nordstadt-Nordmarkt UrbanⅡプログラム地区について， 
事業担当者の説明，地区巡検 
15：00-17：30 Nordstadt-Borsigplatz 地区のコミュニティイベントの見学，Krupp 社の工場見学 
8 月 5 日（金） Köln   
10：00-11：30 Kölner Dom ケルン大聖堂訪問 
11：30-12：30 City Center of Köln ケルンの市街地を巡検 
12：30-14：00 severinsstrasse ケルン市街地南部のジェントリフィケーションの状況を確認 
15：00-17：00 MediaPark 工場跡にメディア産業の集積を見せる MediaPark を巡検 
8 月 6 日（土）     
 rest day 
8 月 7 日（日）     
 rest day 
8 月 8 日（月） Bochum  Gelsenkirchen   
  9：00-10：00 Rathaus（Bochum) ボーフム市役所で Innenstadt-west について事業担当者から説明 
10：00-13：30 Innenstadt-west 地区巡検（鉄鋼工場の保存地区，転用された博物館） 
14：30-15：30 Referat stadtplanung Gelsenkirchen） 
ゲルゼンキルヘン市都市計画課で市街地再開発についての説明 
Wissenschaftpark 太陽光発電施設 地区巡検 15：30-17：00 IndustrieNatur インダスリアルネイチャー（工場跡に自然復元）地区巡検 
17：00-18：00 Holland(Textil) 炭鉱施設跡にある繊維産業・住宅の混在地区を巡検 
18：00-18：30 3eck（Bochum） ボーフム中心繁華街の活性地区 
8 月 9 日（火） Ruhr valley   
10：00-12：00 Villa Huegel, Essen Krupp 社二代目が建造した Krupp 家の豪邸 
12：00-13：00 Margarethenhöhe  1910 年 Krupp 社創設のガーデンシティを巡検 
14：00-14：45 Town center of Werden 中世起源の小規模な町，教会を訪問 
15：00-16：30  Henrichshütte steelworks,  Hattingen 
炭鉱工場跡，ランドシャフトパーク，鉄鋼博物館 
17：00-18：00 Historical Town center of Hattingen 
中世の町並み保存 観光都市 
8 月 10 日（水） Duisburg，Oberhausen   
10：00-11：00 Town of Duisburg デュイスブルグの市街地再開発 
11：00-11：30 Basin of Duisburg デュイスブルグの河川港の変遷についての説明 
11：30-12：30 Innenhafen ウォーターフロント再開発 
（オフィス,住宅，レジャー施設の混在） 
13：00-14：00 Landshaftspark, Duisburg Nord 
炭鉱工場跡にレクリエーション施設 
（ロッククライミング施設）見学 
14：30-16：00 Soziale Stadt,  Knappenveirtel 
社会的都市事業に関する事業担当者からの説明と巡検 
16：00-18：00 O-vision 事業担当者からの事業報告 
18：00-18：00 CentrO 商業施設 CentrO を見学 
8 月 11 日（木） Düsseldorf   
10：00-11：00 Little Tokyo 日本人街（三越を見学） 
11：00-12：00 city center, Düsseldorf 中心市街地， 
ハイクラスなショッピング街を通過 
12：00-12：30 historical city,  Düsseldorf 
歴史的都市を巡検 
13：00-14：00 Rhein tower ライン川沿いに歩く，NRW 議会 
14：00-16：00 Medienhafen- Media Harbour 
メディア関連企業誘致地区, 
事業担当者の説明を聞きながら巡検 
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8 月 12 日（金） River city countryside   
10：00-11：00 Hansa Coking Plant 石炭工場跡（炭鉱と製鋼所も含む） 
エンジンなどが保存されている。 
11：00-12：30 Shiplift Henrichenburg, Waltrop 
運河の閘門（Industrial museum）見学 
14：00-15：30 Industrial estate, in Waltrop 
工場団地跡を利用した通販業 Manifactrum 社 
（オフィス・販売店）を見学 
16：00-17：00 Lünen 運河沿いのウォーターフロント開発 
（スポーツ・レクリエーション施設）見学 
 
 
第 2 表 サマースクールでの配布資料  
  
訪問
日 
(8月) 
場所 タイトル 言語 発行元 発行
年 備考 
1 2 日 Essen Essen, Statistics 英 Essen Marketing GmBH 2004 統計資料 
2 2 日 Essen ARKA KULTURWERKSTATT 独 
ARKAKULTURWER
KSTATT e.v - 事業紹介パンフ 
3 2 日 Essen ARKA Programm２００５ 独 
ARKA 
KULTURWERKSTA
TT e.v 
2005   
4 2 日 Essen Glück auf ZOLLVEREIN! 独 ZOLLVEREIN - 世界遺産 
5 2 日 Essen Zollverein Programm 独 ZOLLVEREIN 2005   
6 2 日 Essen Zollverein KONZERTE 独 ZOLLVEREIN -   
7 2 日 Essen 
Essen, The Location 
POTENTIAL-QUALITY-EXP
ERIENCE 
英 Essen Marketing GmBH -   
8 2 日 Ruhrgebiet 
The Website for Commercial 
properties in the Ruhe 
District 
英 RVR，Essen 2004   
9 2 日 Ruhrgebiet Regipnalverband Ruhr 独 RVR 2004 
名刺大サイズの
概説 
10 2 日 Ruhrgebiet 
The Ruhrgebiet -Facts and 
figures- 英 
Kommunalverband 
Ruhrgebiet -   
11 2 日 Ruhrgebiet Das Ruhrgebiet 独 
Kommunalverband 
Ruhrgebiet - 
ルール地方とド
イツの地図 
12 2 日 Ruhrgebiet 
The Ruhr Area  
Structural Changes of an 
Outstanding European 
Conurbation 
英 Kommunalverband Ruhrgebiet 2004   
13 2 日 Ruhrgebiet 
KOMPETENZEN IM 
FOKUS 独 
Projekt RUHR 
GmbH -   
14 2 日 Ruhrgebiet 
Lust auf Kult 
RUHRGEBIET2005 独 
Ruhrgebiet 
Tourismus GmbH -   
15 2 日 Ruhrgebiet Schulbuchinformationsdienst 独 
Kommunalverband 
Ruhrgebiet 2002   
16 2 日 Ruhrgebiet Wohnen im Ruhrgebiet 独 
Kommunalverband 
Ruhrgebiet 2005   
17 2 日 Ruhrgebiet 
Strukturwandel der 
regionalen Oeffentlichkeit 独 
Kommunalverband 
Ruhrgebiet 2004   
18 2 日 Ruhrgebiet Erbnisraum Ruhrgebiet 独 
Kommunalverband 
Ruhrgebiet 2004   
19 2 日 Ruhrgebiet 
Kein uferloses Thema: 
Wasser im Ruhrgebiet 独 
Kommunalverband 
Ruhrgebiet 2004   
20 2 日 Ruhrgebiet Bewegung im Revier 独 
Kommunalverband 
Ruhrgebiet 2004   
21 2 日 Ruhrgebiet 
Wandel mit Struktur: 
kulturwirtschaft 独 
Kommunalverband 
Ruhrgebiet 2004   
22 2 日 Ruhrgebiet Saubere Arbeit 独 
Kommunalverband 
Ruhrgebiet 2005   
23 2 日 Ruhrgebie Petit Atlas de la Ruhr 仏 Kommunalverband 2005   
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t Ruhrgebiet 
24 3 日 Dortmund PHOENIX 独 Phoenix Dortmund -   
25 3 日 Dortmund MST.Factory 英 MST -   
26 3 日 Dortmund ZUKUNFTSSTANDORT PHOENIX 独 Phoenix Dortmund 2004 事業紹介 
27 3 日 Dortmund start2grow 英 Dortmund Project -   
28 3 日 Dortmund Branchenbericht2005 独 Stadt Dortmund 2005   
29 3 日 Dortmund
Eine innovative 
Standortgemeinschaft mit 
Raum fuer weitere Partner 
独 Stadt Dortmund 2002   
30 3 日 Dortmund Diensteleistungszentrum Wirtschaft 独 Stadt Dortmund -   
31 3 日 Dortmund Mitarbeiterinnen-und Mitarbeiter INFORMATION 独 Stadt Dortmund -   
32 3 日 Dortmund Wirtschafts-REPORT 独 Stadt Dortmund -   
33 3 日 Dortmund FIFA FUSSBALL- WELTMEISTERSCHAFT 独 ドイツ組織委員会 -   
34 4 日 Deutschland 
Urban Development and 
Urban Policy in Germany 英 
Bundesamt für 
Bauwesen und 
Raumordnung 
2000   
35 4 日 Deutschland URBAN FUTURE 独英
URBAN 
NETSWERK -   
36 4 日 Dortmund
Information 
Beteiligen 
Aktivieren 
独 
LEG NRW mbH 
Ruhr-Lippe 
Wohnungsgesellschaf
t mbH 
2004 Clarenberg につ
いて 
37 4 日 Dortmund Der Neue Clarenberg 独 
Ruhr-Lippe 
Wohnungsgesellschaf
t mbH 
-   
38 4 日 Dortmund Flächennutzungsplan Dortmund 独 Stadt Dortmund 2003 
Innnenstadt 
Nord 
39 4 日 Dortmund Das CARLACHAMAELEON NORDSTADT BUCH 独   -  
40 4 日 Dortmund Dortmund entdecken 独 Klartext -   
41 4 日 Dortmund Borsigplatz 独 QM Borsigplatz -   
42 4 日 Dortmund
Integriertes 
Stadtbezirksentwicklungsko
nzept 
独 Stadt Planungsamt Dortmund 2004   
43 4 日 Dortmund Lebensraum Dortmund 独 
Stadt Dortmund 
Amt für Statistik und 
Wahlen 
2004 ドルトムント市
統計 
44 4 日 Dortmund Wirtschaft 独 
Stadt Dortmund 
Amt für Statistik und 
Wahlen 
2004   
45 4 日 Dortmund Bevölkerung 独 
Stadt Dortmund 
Amt für Statistik und 
Wahlen 
2005   
46 4 日 Dortmund Landtagswahl 独 
Stadt Dortmund 
Amt für Statistik und 
Wahlen 
2005   
47 4 日  Geographische Rundschau 独 westmann 2005   
48 5 日 Köln Mobile by rail 英 Verkersverbund Rhein-Sieg 2004 ケルン交通図 
49 5 日 Köln 未来を創造する都市ケルン 日 Stadt Köln 2002   
50 5 日 Köln ケルンビジネスガイド 日英 Stadt Köln -   
51 5 日 Köln 
MEDIA AND 
COMMUNICATIONS 
LOCATION COLOGNE 
英 Stadt Köln 2005   
52 5 日 Köln 市街図    -   
53 5 日 Köln 歴史的市街図    -   
54 5 日 Köln 歴史的市街図    -   
55 5 日 Köln 歴史的市街図    -   
56 5 日 Köln 南部の街区図    -   
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57 5 日 Köln 都市の歴史的変化    -   
58 5 日 Köln 教会の位置と都市の変遷    -   
59 5 日 Köln 19 世紀のケルン    -   
60 8 日 Bochum Lageplan（Zeche Zollverein) 独 Zeche Zollverein 2005 簡単な地図 
61 8 日 Bochum Stydying in Bochum 英 RUHR-UNIVERSITAETBOCHUM - 
Bochum大学の紹
介 
62 8 日 Gelsenkirchen Stadtbezirke 独 Stadt Gelsenkirchen 2003   
63 8 日 NRW Leitprojelte 独 NRW - 太陽エネルギー
の紹介 
64 8 日 NRW Biomasse-Was ist Das? 独 NRW -   
65 8 日 NRW Solarsiedlung Gelsenkirchen-Lindenhof 独 NRW -   
66 8 日 NRW Photovoltaik 独 NRW -   
67 8 日 NRW Geothermie 独 NRW -   
68 10日 Oberhausen O,VISION 独 PBO ｍｂH -   
69 10日 Oberhausen 
Planen,Bauen und Wohnen 
in Oberhausen 独   -   
70 11日 Düsseldorf International Business Center on the River Rhine 英 City of Düsseldorf -   
71 11日 Düsseldorf The Media Harbor 英 City of Düsseldorf -   
72 11日 Düsseldorf Location Profile Düsseldorf 英 City of Düsseldorf -   
73 12日 Lünen 2.LV-Sternfahrt Nordrhein Westfalen 独 Stadt Lünen -   
74 12日 Lünen Wasserwanderrastplatz Preussenhafen Lünen 独 Stadt Lünen -  
75 12日 Lünen Seepark Lünen 英 Stadt Lünen -   
76 12日 Lünen Seepark Lünen Apotvekergarten 英 Stadt Lünen -   
77 12日 Lünen ポストカード    -   
78 12日 Lünen 
Kanalpromedane mit 
Wasserwanderrastplatz 
Preussenhafen Lünen 
独 Stadt Lünen 2005 プロジェクトの
実施状況と詳細 
79 12日 Lünen Lünen an der Lippe 独 Stadt Lünen - 都市の紹介 
80 12日 Lünen Stadtquartiere am Wasser City Quarters by the Water 独英 Fluss Stadt Land -   
81 12日 Lünen Eine Region gestaltet den Wandel 独 Fluss Stadt Land -   
82 12日 Lünen REVIER MIT HERZ 独 boote -  
83 12日 Waltrop Gartenkatalog Nr.8 独 MANUFACTUM 2004 商品カタログ 
 
 
第 3 表 O-Vision の基本計画 
    
投資内訳 （ユーロ） 公共空間 （㎡） 
総額 1,000,000,000 テーマパーク 134,000 
公的基金 179,000,000 製鉄所跡展示館 9,000 
企業投資 810,000,000 ライフサイエンスセンター 6,000 
  芝生，緑地 36,000 
面積 （㎡） 湖，運河 32,000 
O-Vision 全域 600,000 歩道，街路 51,000 
売却用地 360,000   
（うち駐車場用地） 60,000   
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写真 3-1：Clarenberg 住宅団地外観  写真 3-2：Clarenberg 住宅団地内（筆者撮影） 
（reader から引用） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3-3：監視カメラ制御システム（筆者撮影） 写真 3-4：コンシェルジュシステム（筆者撮影） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3-5：新築団地（筆者撮影）   写真 3-6：既存の住宅団地のリニューアル 
（筆者撮影） 
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写真 3-7：コミュニティセンター（筆者撮影） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3-8：Nordmarkt 事務所（筆者撮影）    写真 3-9：外壁改装後の住宅（筆者撮影） 
ここで会合なども行われる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3-10：プログラムの説明をする Gansau 氏 写真 3-11：ミニ・フェスティバル 
（ノルトシュタット担当マネージャー）（筆者撮影）       （Kleiner Borsigplatz にて）（筆者撮影） 
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写真 3-12：落書きの目立つ空き店舗（筆者撮影） 写真 3-13：外装を改装したビル（筆者撮影） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 3-14 ：3do プロジェクト完成予定図  写真 3-15：ドルトムント中央駅北側広場 
（reader から引用）    （筆者撮影） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 4-1：Zollverein（筆者撮影）  写真 4-2：Henrichshütte（筆者撮影） 
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写真 4-3：ワルトロップのシップリフト  写真 4-4：ハンザ石炭工場（筆者撮影） 
（筆者撮影） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 4-5：クライミング施設（筆者撮影）  写真 4-6：Innenstadt-west の劇場施設 
（筆者撮影） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 4-7：インダストリアルフォレスト  写真 4-8：Villa Hügel（筆者撮影） 
（筆者撮影）  
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写真 4-9：Manifactrum 社オフィス（筆者撮影） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 4-10：サイエンスパーク鳥瞰写真  写真 4-11：ソーラーシステム（筆者撮影） 
（reader から引用） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 4-12：CentrO（筆者撮影）   写真 4-13：MST ファクトリー 
（http://www.mst-factory.de から転載） 
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写真 4-14：家具店 IKEA の店舗 （筆者撮影）     写真 4-15：デュースポート（筆者撮影） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真 5-1: サマースクール参加者＠ホーン教授研究室（筆者撮影） 
 
 
